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『源氏物語』における罪と宿世
-紫の上の罪意識を中心に-
はじめに
『源氏物語』御法巻の初めの部分に'体調の思わしくない紫の上が
夫の光源氏に出家を願って許されず､源氏を恨めしく思う一方で､｢わが御身をも､罪軽かるまじきにやと'うしろめたく思されけり｣(1)(四-四九主)　と'我が身のありようを気がかりに思う場面がある｡ここで紫の上が意識している　｢罪｣　について､従来の注釈のほとんどは自身の　｢罪障｣　とするにとどまり'それ以上の詳しい考察はなされていない｡しかし､この紫の上の罪の意識は､『源氏物語』　の主要人物が己身にまつわる仏教的な罪を明確に自覚している数少ない例の一つであり､この物語における罪の思想､また宿世の思想の性格を解明する上で重要な手がかりを提供するものであると考えられる｡
本稿では､この紫の上晩年の罪の意識をとりあげ'そこで用いられ
ている言葉の用法からその真意を明らかにし､この物語において仏教的な罪というものがどのように描かれているか'また､その背後には
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どのような宿世観があるかを究明する｡
第一節では右の叙述についての先学の解釈を整理し'第二節と第三
節で物語全体における　｢罪｣　や　｢うしろめたし｣　という語の用法からこの叙述についての再検討を試み'それをふまえて第四節で　｢罪軽かるまじきにや｣　という表現の実際に意味するところを解き明かし､『源氏物語』における宿世の捉え方と関係づけて論じることとしたい｡
一宿世の罪-先行研究の整理-
まず､問題の叙述がどのような文脈の中であらわれているかを明ら
かにするため'御法巻の冒頭から当該部分までを引用する｡文中の｢院｣　は源氏を'｢女君｣　は紫の上を指す｡
m　紫の上､いたうわづらひたまひし御心地の後､いとあっしくな
りたまひて､そこはかとなくなやみわたりたまふこと久しくなりぬ｡いとおどろおどろしうはあらねど'年月重なれば'頼もしげなく'いとどあえかになりまさりたまへるを､院の思ほし嘆くこ
140 (55)
『源氏物語』における罪と宿世　-紫の上の罪息識を中心に-と限りなし｡しばしにても後れきこえたまはむことをばいみじかるべく思し'みづからの御心地には'この世に飽かぬことなく､うしろめたき秤だにまじらぬ御身なれば'あながちにかけとどめまはしき御命とも思されぬを､年ごろの御契りかけ離れ'思ひ嘆かせたてまつらむことのみぞ､人知れぬ御心の中にもものあはれに思されける｡後の世のためにと､尊きことどもを多くせさせたまひつつ'いかでなは本意あるさまになりて､しばしもかかづらはむ命のほどは行ひを紛れなくと､たゆみなく思しのたまへど'さらにゆるしきこえたまはず｡
(中略)
御ゆるしなくて'心ひとつにおぼし立たむも､さまあしく本意なきやうなれば､このことによりてぞ､女君は恨めしく思ひきこえたまひける｡わが御身をも'罪軽かるまじきにやと､うしろめたく思されけり｡　　　　　　　　　　　　　(御法四-四九三)
引用文川の前段では'健康状態のすぐれない紫の上が死を意識し､
この世に未練はないとしながら後に残される源氏を案じていること､出家して仏道修行に専心することを望んだが､源氏がそれを許さなかったことが述べられている｡後段では'妻の出家を許そうとしない源氏の心中が述べられ　(中略部分)'それに続いて'出家を阻まれた紫の上が源氏を恨めしく思ったこと'そして一方では自身の　｢罪｣　に思いを致し'｢うしろめたく｣　思ったことが述べられている(2)｡
これが本稿で考察の対象とする叙述　(傍線部)　に至る物語の文脈で
ある｡傍線部の叙述が内容的にその前の部分で述べられた出家の不許可と関わっているこせは疑いないが､さて'ここで'｢罪｣　とはどのような性格の罪であり､また､この　｢罪｣　が軽くないことと出家の不許可とは'いったいどのような関係にあるのだろうか｡
この点について､まず現行の代表的な『源氏物語』翻刻本が問題の
叙述に施している注釈を見るとt
a.出家できないのは､紫の上自身が罪障深い身だからだ､と考え
るのである(3)｡
b.また'ご自分を'過去の罪障が深いためにこのように出家が妨
げられるのかと､気がかりにお思いになった(4)｡
C.ご自分が女の身であることをも罪の深さの理由ではないのかと､
の意｡出家できないわけをそこに求める｡続いてすぐに法華経が話題になる理由であろう(5)｡
d.出家できないのは､自分　(紫の上)　自身が罪障深い身だから
か､と考える｡相手の源氏を恨むよりも'わが運命を恨む点に注意(6)0
とある｡表現の仕方が少しずつ異なってはいるがt cが女性を本来罪深いものであるとする仏教の思想をとりいれた解釈をしているほかは大同小異であり､｢罪｣′については成道の障りとなる罪を意味する｢罪障｣　という訳が当てられている｡また､これらの注釈のすべてが､出家の不許可と罪の深さという二つのことがらを､罪が深いから出家ができないのだという因果関係において捉えている点が注目される｡
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このような捉え方は､『源氏物語』　の古注釈に既に見られるもので､
『孟津抄』　に　｢紫の因果にて此願とけぬかと也｣(7)とあり､また　『湖月抄』には三光院説として　｢此出家をゆるし給はぬ事を､紫の心に罪障ふかき故に'かく妨げのあるかとおもふよし也｣互とある｡現行の翻刻本の注釈は､おそらくこれらの古注釈を踏襲したものであろう｡
注釈書以外の論考では'この叙述はどのように捉えられているだろ
うか｡この叙述について正面から論じた例は少ないが､『源氏物語』の仏教思想として'無常､宿世､罪業の思想をとりあげ'それぞれの思想をあらわす表現を抽出して詳密な分析を行った重松信弘氏は､この紫の上の　｢罪｣を｢宿世の罪｣に分類し､次のように述べている0
現世で作った業の報いでない罪は'宿世によると考えられる｡
これには女の宿世が拙いものとするような'女性一般に考えられるものと､現在の身の悩み苦しみを､罪深いものと思うものとがある｡後者の場合'必ずしも宿世の罪とはいわなくても､犯した罪悪の思いがないにもかかわらず'苦しみや悲しみにあって'罪が深いためだと思うのは､宿世の罪報を思うものとみてよいであろう｡
(中略)紫の上は出家したくても､源氏がとどめてできないので､｢わ
が御身をも'罪かろかるまじきにやと､うしろめたく｣　(御法)思うが､これも身に添う罪を思うものである(互｡
重松氏は紫の上の罪の思いを､宿世による罪のうち　｢現在の身の悩
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み苦しみを､罪深いものと思う｣　例としてあげている｡引用文前半那分の論旨から'前掲の諸注釈と同様に､罪が深いために出家できないという因果関係がそこに想定されていることが知られるo
『源氏物語』　の背景にある仏教思想について多角的な考察を行った
丸山キヨ子氏も､｢紫の上を考える｣　という論考の中で､次のような論を展開している｡
紫の上は､このとき､出家を許さない光る君に対して､1度は
残念な思いを向けたけれども'それに固執しなかった｡内に省みて自らの責任において受けとめ､願いを叶えることを許されぬ､自らの罪障の深さの自覚に到達したのである｡
出家は善行である｡その出家が妨げられてどうしても出来ない0
善行を善行と知っていても'行うことが出来ない｡それは'自分が､前世からよほど罪深い者であるために､許されないのだと考える｡そうした反省と自責の方向に向かう受けとめ方をしているのである(-0)｡
丸山氏もここで紫の上の　｢罪障｣　を前世からのそれとして捉え､ま
た'その　｢罪障｣　ゆえに出家ができないと解釈しており'その点で'重松氏の論と軌を一にしている｡
また､『源氏物語』の中心主題を人間存在における　｢宿世｣　の　｢罪｣
すなわち根源的罪障とそれからの救済の問題であるとする武原弘氏も､紫の上について人物論を展開する中で問題の箇所について､
他ならぬ己れ自身の罪障に対する紫の上の深い内省である｡彼
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『源氏物語』における罪と宿世　-紫の上の罪意識を中心に-女はいま'死を目前にしての自己凝視の中で'出家を妨げる､より根源的なわが身の罪障深さに認識を致しはじめたのである(ll)0
と述べへ　｢罪障｣　が出家を妨げると見る点で'丸山氏と同様の見解を示している｡
以上概観してきたように'従来行われてきた解釈では'問題の叙述
に関して'二つのことが言われている｡一つは紫の上が意識している｢罪｣　の解釈であるが､これは'｢罪障｣すなわち成道の障りとなる罪であり'しかも'それは1翻刻本の諸注釈では必ずしも明記されてはいないが'『源氏物語』　の仏教思想についての研究成果によれば
-　宿世の罪であるという｡そして､もう一つは､罪が深いことと直
前に述べられている出家の不許可との関係であるが､これまでの解釈では､罪の深さゆえに出家が許されないという因果関係において両者が捉えられている｡すなわち'罪が原因で'出家できないことが結果であるという見方が'この叙述についての先行研究の一致した見解であるということになる(:)o
二　｢罪深し｣と｢罪重し｣　の違い
しかし'問題の叙述の中で用いられている表現をつぶさに見ていく
と､そうした従来の解釈の妥当性に関して､いくつかの疑問を抱かざるをえない｡
第一には､罪の甚だしさを言うのに､一般によく使われる　｢探し｣
を用いずに､｢軽し｣　の否定形を用いているのはなぜかということで
ある｡従来の解釈では､ほぼ'｢罪｣　もしくは　｢罪障｣　が　｢深い｣　と訳しており'便宜上､､筆者もこれまでそのように記してきたが､厳密に言えば､｢軽かるまじき｣　ことが即ち　｢深かるべき｣　ことであるとは言えないのではないか｡また､第二には､打消の助動詞として､なぜ'これも一般的な　｢ず｣　ではなく　｢まじ｣　が用いられているのかということである｡すなわち'なぜ､｢軽からざるにや｣　ではなく､｢軽かるまじきにや｣　なのかということである｡従来の解釈でこの点に注意している例はない｡さらに'第三の疑問をあげれば､なぜ紫の上が｢うしろめたく｣　思ったのかということである｡紫の上の罪の意識についての従来の解釈は'この物語の中で　｢うしろめたし｣　という言葉の通常意味するところと敵齢のないものと言えるかどうか｡本節では､これらの疑問のうち'第一の疑問について検討を試みるo
紫の上はなぜ｢罪楓可引まじきにや｣と思っているのか｡右に触れ
たように'『源氏物語』に関して言えば､罪の程度の甚だしさをあらわす形容詞として最も多く用いられるのは　｢探し｣　であり､｢重し｣がそれに次いで多いo　『源氏物語』には　｢罪｣　の用例はl八一例あるが'そのうち　｢探し｣　｢深げなり｣　をともなうものが二九例､｢重し｣をともなうものが九例ある｡他に､｢軽し｣　の否定形をともなって罪の甚だしさを言う例が本稿でとりあげている叙述を含めて二例'｢いみじ｣　｢いちじるし｣　をともなう例がそれぞれ一例見られる｡
その一方で､｢罪軽し｣　｢罪軽げなり｣　といった表現も散見するが'
注意すべきことは'これらの表現は､罪があまりないというよりは'
(58) 137
これといった欠点がない､前世の功徳により容貌や性格がすぐれている､といった特殊な意味で使われることが多いということである｡したがって､出家を禁じられた紫の上の痛切な思いが託された　｢罪軽かるまじきにや｣　という表現は　｢罪軽し｣　を裏返したものと見るべきではなく'むしろ　｢罪重し｣　の範噂に属するものと見た方がよいと思われる｡
そうなると'問題になるのは'｢罪深し｣　と　｢罪重し｣　の意味する
ところの違いである｡両者の違いがわかれば'ここで　｢罪深かるべきにや｣　ではなく　｢罪軽かるまじきにや｣　と記されている理由も見えてくる可能性がある｡
｢罪業深重｣　という言葉があるように'特に仏教的な罪については､
｢罪深し｣　も　｢罪重しケも同様の意味で使われる場合が多い.たとえば､死の床に臥す柏木は､｢大臣､北の方思し嘆くさまを見たてまつるに'強ひてかけ離れなむ命かひなく､罪重かるべきこと｣　(柏木四-二八九)　を思うが､同じく親に先立たんとする場面で､浮舟は　｢親をおきて亡くなる人は'いと罪深かなるものを｣　(浮舟六-一八六)　と思っている｡
このように､｢罪深し｣　と　｢罪重し｣　が同様の状況で用いられる場
合があり'相互に交換可能な例も少なくないが､仔細に検討すると'両者の使われ方には微妙なずれがあることに気づく｡その一つは｢罪｣の性格に関わるもので､｢罪深し｣　の用例で　｢罪｣■が仏教的な罪の範囲から大きくはずれる例は見られないが､｢罪重し｣　の用例における
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｢罪｣　は使用範囲がより広いようである｡たとえば､柏木は源氏の妻女三宮との密通について､｢さして重き罪には当たるべきならねど､身のいたづらになりぬる心地｣　(若菜下四-二五八)　がしたとあるが､｢罪に当たる｣　という言い方は世間法上の罪について言われるもので､ここで言われているのは仏教的な罪ではない｡そのことは､同じ事件について柏木が､帝妃を過ち流罪となった男の物語を念頭に浮かべて｢しかいちじるき罪には当たらずとも､この院に目を側められたてまつらむことは､いと恐ろしく恥づかしく｣　(若菜下四-二三〇)　感じていることからも明らかである｡また'『源氏物語』　の終わり近く､薫が浮舟に宛てた消息の中で　｢さまざまに罪重き御心をば､僧都に忠ひゆるしきこえて｣　(夢浮橋六丁三九二)　と書いているのは､匂宮との交情､突然の失掠､夫の許しを得ぬ出家など'薫から見てけしからぬ浮舟の一連の行動を指しているのであって'そのすべてが仏教的な罪というわけではなく'この　｢罪重き御心｣　を｢罪深き御心｣　と書き換えることはできない｡このように'｢罪深し｣　がほぼ仏教的な罪について用いられるのに対し'｢罪重し｣　は仏教的な罪のみならず世俗倫理上の罪についても用いられるという特徴がある｡
｢罪深し｣　と　｢罪重し｣　の使われ方のもう一つの違いは'その罪の
具体性にある｡｢罪深し｣　は明確な形を持つ具体的な罪について言われるとともに'実体を持たない罪についても言われることがある'たとえば､思いがけない不運や不孝な境遇について､｢何の罪深き身にて､心にかけておぼつかなう思ひきこえつつ'かかりける御響きをも
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『源氏物語』における罪と宿世　-紫の上の罪意識を中心に-
知らで立ち出でつらむ｣　(滞標二-三〇三)'｢いかなる罪深き身にて､かかる世にさすらふらむ｣　(玉等三-1〇四)　などと前世の罪業が思われる例があるが､このような実体の明らかでない罪を言う場合に用いられるのは　｢罪深し｣　であって､その種の罪を　｢重し｣　と言う例は見当たらない｡また'｢言ひもてゆけば､女の身はみな同じ罪深きもとゐぞかし｣　(若菜下四-二四一)　など､一般論として罪に言及する場合にも､罪の内容は特定できないわけであるが､ここでも｢罪重し｣ではなく　｢罪深し｣　が使われている｡
一方'『源氏物語』における九例の　｢罪重し｣　の用例を､その罪の
内容とともにあげれば､惚～㈹のとおりである｡
㈱　琴の音すすめけむかどかどしさも'すきたる鼎劃糾引べLo
(帯木一-八四､虚飾･好色の罪)
榔　朝廷にかしこまりきこゆる人は'明らかなる月日の影をだに見
ず､安らかに身をふるまふことも'いと滑車列なり｡
(須磨ニー一七二､朝廷から脱まれた者が自由に行動する罪)
付　知ろしめさぬに習て､天の眼恐ろしく
(薄雲二-四五〇㌧　不孝の罪)
制　かつはいと思ひやりなく恥づかしければ'剰割引心もさらには
べるまじ　　　　　　　　　　　(若菜下四-二二五㌧　愛欲の罪)
㈲　さして劃割封には当たるべきならねど､
(若菜下四-二五八､密通の罪)
仰　強ひてかけ離れなむ命かひなく'剰司叫引べきことを
(柏木四-二八九､不孝の罪)
㈱　かかる人は罪も重かなり､(柏木四-三〇一､出産で死ぬ罪)㈱　かかる対面なくは'剰劃引身にて過ぎぬべかりけること
(橋姫五-一六三､不孝の罪)
㈹　さまざまに矧劃剖御心をば'僧都に思ひゆるしきこえて､
(夢浮橋六-三九二､密通の罪､失鯨の罪､
独断で出家した罪など)
これら　｢罪重し｣　の用例には'罪の内容が具体的に特定できない例
は一例もない｡ちなみに'｢罪重し｣　の用例に類するものとして､紫の上の罪の自覚同様　｢軽し｣　の否定形を用いた､｢亡き人の御ありさまの罪軽からぬさまにほの聞くことのはべりしを｣　(鈴虫四-三八九)という叙述があるが'ここで言われる　｢亡き人｣　すなわち六条御息所の　｢罪｣　も'死してなお物怪となって立ち現れ紫の上を苦しめたその愛執の罪を指していることは疑いない｡
以上､｢罪深し｣　と　｢罪重し｣　の用法の二つの相違点　-　仏教の罪
に限定して使われるか否かという点と､具体性のない罪にも使われるか否かという点　-　をあげたが､ここで再び　｢罪軽かるまじきにや｣という紫の上の意識に立ち戻って考えると'この　｢罪｣　が仏教上のものであることはもとより明らかなので'その真意を探る上で手がかりとなるのは後者である｡すなわち､｢罪軽かるまじきにや｣　という表現が　｢罪重し｣　の範噂に属するものだとすれば'この　｢罪｣　は輪郭のはっきりした具体的なものでなければならない｡とすると'この表現
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に'明確な形を持たない前世の罪障への思いを読み取る従来の解釈は､再検討の必要があるということになる｡
三　｢うしろめたLL　の用法
次に､第二の　｢まじ｣　の使用についての疑問はしばらく措いて'第
三の疑問点　-　なぜ紫の上が　｢うしろめたく｣　思ったのかという点について考えてみたい｡ここでまず明らかにする必要があるのは'『源氏物語』において　｢うしろめたし｣　という言葉がどのような意味で'またどのような状況で用いられているかということである｡
『源氏物語』には､｢うしろめたなし｣､｢うしろめたげなり｣､｢う
しろめたがる｣'｢うしろめたさ｣　等も含めて､｢うしろめたし｣　およびその類語の用例がl由六例見られる.問題の叙述における用例を除いて'他の一四五の用例を見ると､ほぼ例外なく言えることは､これらが'ある人物の身の上について'当人の備えている条件や置かれた環境から､そのなりゆきが心配だという意味を含んで使われているということである(望当人に備わった条件とは'その幼さであったり'柔弱な性格であったりする｡また､当人が置かれている環境としては､世の無常ということもあれば､はかばかしき後見人の不在ということもあり､また､周囲の人物の好ましからぬ性向や意向ということもある｡特に周囲の人物の当人への気がかりな行動が注目された時､｢うしろめたし｣　等の語は直接その人物に向けられて､｢油断ならない｣'｢信用できない｣　といった意味で使われる｡いずれにせよ､ここで育
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えることは､例の御法巻における紫の上の　｢うしろめた｣　き思いを除外して考えた場合'過去のことを　｢うしろめたし｣　と思う例は『源氏物語』には見出せないということである｡
また'心配の対象となるのはどのような人物かと言えば'心配して
いる　(とされる)　人物の近親者であることが多く､上記の　｢うしろめたし｣　等の用例のうち､一一〇例がそれに相当する｡特に'妻子など庇護すべき者の身の上について､自分の出家や死'別離などの事情によってそのなりゆきを見届けられないに違いないという予感のもとに懸念が示される例がその半数近くを占めており､朱雀院の女三宮への思いや宇治の八宮の姫君たちへの思いにその典型を見ることができる0
その他の例は'ほぼ､自分自身の境遇について　｢うしろめた｣く思っ
ている例'もしくは'そのように思っていると他の人物によって推察されている例である｡前者の例の中で､単なる周囲の環境条件への懸念にとどまらず(-4)､自分の身の上を明確に意識して危倶している例は七例あるが'問題の紫の上の思いがこの種の思いに属すると考えられることから､次にそれらの例をとりあげて検討する｡
仙　この御世には､身のほどおぼえ過ぎにたり.中ごろなきになり
て沈みたりし愁へにかはりて､今までもながらふるなり､今より後の栄へはなは命うしろめたLt　静かに龍りゐて､後の世のことをつとめ､かっは齢をも延べん'(絵合二-三九二､源氏の思い)
㈹　ありありて､かく世の聞き耳もなのめならぬことの出で来ぬる
.…■lノtヽノtlノtl
よ､思ひ定むべき世のありさまにもあらざりければ､今より後も
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『源氏物語』における罪と宿世　丁紫の上の罪意識を中心に-‥列u勾判別叫引ぞ思しなりぬる｡(若菜上四-六五､紫の上の思い)
～._
㈹　残りの命うしろめたくて､
(若菜下四-一七〇､明石尼君の思い)
､′ヽ妻-
㈹　まめやかには､いと行く先少なき心地するを､今年もかく知ら
ず顔にて過ぐすは､いと引∪刃山川封叫引こそ｡さきざきも聞こゆること'いかで御ゆるしあらば　(若菜下四-二〇七､紫の上の発言)
㈹　わが身にては'まだいとあれがほどにはあらず'目も鼻もなほ
しとおぼゆるは心のなしにやあらむ'と引u引瑚山叫引､見出だして臥したまへり｡恥づかしげならむ人に見えむことは､いよいよかたはらいたく､いま一年二年あらば衰へまさりなむ､はかなげなる身のありさまを､　　　　(総角五-二八〇､大君の思い)
.～_
㈹　さま変りて'つひにいかならむとのみ､あやふく行く末うしろ
朝出日割に､年ごろ何ごとをか思ひけんとぞ､とり返さまほしきゃ0
(早蕨五-三六四､中君の思い)
..董.ノt1_
㈹　思ひの外に心憂ければ'行く末もうしろめたく'疎ましきまで
思ひやらる｡　　　　　　　　　(手習六-三〇二､浮舟の思い)
このように､自分の身の上についてうしろめたき思いを抱いている
のは多くは女性であり'㈹の明石尼君を除けば､いずれも物語の主要人物である｡そして注目すべきは､波線を付した　｢今より後｣､｢行く先｣､｢行く末｣などの語句に明らかなように､これらの　｢うしろめた｣き思いが'いずれも明確に将来の我が身のありように向けられていることである｡源氏は今後の栄耀が命を縮めることを予感して出家を望
み､紫の上は　｢世の聞き耳もなのめならぬこと｣　すなわち女三宮の降嫁に今後源氏の愛情の薄れるであろうことを案じ､大君は老女房たちの姿に自らの容貌の衰えゆく様を思い描き'中君や浮舟は意外な事の展開に'身の行く末を危ぶまずにはいられない｡
そして何よりも､㈹に見える紫の上のもう一つの　｢うしろめた｣　き
思いは'｢行く先｣　への不安であるとともに､｢さきざきも聞こゆること｣　つまり出家願望に結びつくものであった｡換言すれば､ここでうしろめたく思われているのは'出家を果たすことができずに俗体のまま死を迎えようとする我が身の上にはかならない｡
このように見てくると､御法巻における紫の上の　｢うしろめた｣　き
思いを'過去のこと　-　宿世の罪に向けられたものとする解釈には疑問が生ずる｡『源氏物語』　の　｢うしろめたし｣　やその類語の他の用例には過去への懸念を表すものはなく'とりわけ自分の身のありさまを強く意識して　｢うしろめた｣　き思いが表明される場合は'いずれも明確に将来のなりゆきを案じている｡のみならず'若菜下巻では､紫の上自身が'源氏に出家の許しを請うという､まさに同じ文脈において､自らの行く先を　｢うしろめたく｣　思っているのである｡御法巻の紫の上の　｢うしろめた｣　き思いも'自分の将来に向けてのそれととるのが､ごく自然な解釈の仕方ではないだろうか｡
御法巻の紫の上が　｢うしろめたく｣　思っているのは､ほかでもない'
出家がかなわぬままに死を迎えるに違いない我が身の行く末であるoさらに言えば､ここで紫の上が意識していた　｢罪｣　も'出家を妨げる
(62) 133
前世の罪というよりは､出家できずに　-　十分な功徳も積まずに　-生を終えることにより御世へと持ち越される罪と見るべきではないか｡つまり､｢罪｣　は出家の不許可の原因ではなく､むしろ結果なのである｡
そのように解釈すれば､この　｢罪｣　の甚だしさが'｢蘭叫引べきに
や｣　ではなく'｢固叫引まじきにや｣という形で表明されていた理由も判明する｡物思いの多い俗世に最期までかかずらい､この世に執を残すに違いない自らの罪を具体的な形あるものとして見据えた表現が～この　｢罪軽かるまじきにや｣　なのである｡
そして'このような罪の予感と御世への危快においてこそ､紫の上
は法華経千部供養を思い立つのである｡紫の上の罪の思いの直後に続くのが､次の叙述であノる｡
㈹　年ごろ､私の御願にて書かせたてまつりたまひける法華経千部'
急ぎて供養じたまふ｡わが御殿と思す二条院にてぞしたまひける｡七僧の法服など品々賜す｡物の色､縫目よりはじめて､きよらなること限りなし｡　　　　　　　　　　　　(御法四-四九五)
この異例なほどに盛大に営まれた逆修法要の記事が(15)'紫の上の
｢うしろめた｣　き思いの表明に直結していることを見逃すべきではない｡そして､この法要のありさまについて'
㈹　三月の十日なれば'花盛りにて､空のけしきなどもうららかに
ものおもしろく､仏のおはすなる所のありさを遠からず思ひやられて､ことなる深き心もなき人さへ習｢U｡東北大学大学院　国際文化研究科論集　第十七号
(御法四-四九大)
と書かれているのは'この法華経供養の目ざすところが滅罪生善にほかならぬことを示していると見てよいだろう(S).
紫の上はその後'かろうじて1夏を過ごし､秋八月にその生涯を閉
じる｡生前にはついに出家を許されぬままであった｡はかなく月日が過ぎて一周忌が近づき'夕霧に法要の計画を問われた源氏は'紫の上が｢極楽の蔓茶羅｣や多くの経を遺し'某僧都に一周忌に供養するよぅ言い置いていたこと'さらに'加えて行うべき仏事のことまで詳細に指示していたことを語る｡それに対して夕霧は｢かやうのこと､もとよりとりたてて思しおきてけるは､封u｣到刊¶引わざ｣　(幻ET五四1)　との感想を示している｡死後追善のことまで怠りなく用意していた紫の上の行動がこのように評価されているのである｡これは'裏返して言えば'紫の上の周囲に､後世のための仏道の営みが不十分であることを｢うしろめたし｣とする認識があったことを示していよう0ここからも'御法巻における紫の上の　｢うしろめた｣き思いが'漠然とした宿世の罪に向けられたものというよりは､出家を許されぬことによって消尽しえずに残り､後世の妨げとなるであろう今世の罪に向けられたものであったことを窺い知ることができる｡
四　｢まじ｣に託された宿世観
しかし'それでは'紫の上が意識していた｢罪｣を全く宿世と切り
離して考えてよいかと言うと'そうではない｡むしろ､この　｢罪｣が'
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あくまで今世の罪でありながら､その生成の過程には宿世が作用していると見られているところに'『源氏物語』が書かれた時代の宿世観の特徴があるように思われる｡
ここでようやく'問題の叙述をめぐる第二の疑問が論点として浮か
び上がってくる｡なぜ､｢軽から劃割にや｣でなく'｢軽かる射出割にや｣　なのか｡
もしこれが　｢罪軽からざるにや｣　であれば'それは罪が軽くないの
だろうかという単なる推量であって'その罪を前世からの罪業と見れば先行研究のような解釈も可能になるわけだが'｢まじ｣　が用いられることにより､そこには時間的な展望が加わってくる｡すなわち､｢罪軽かるまじきにや｣　という言い方は､現世における時間進行を梶野に入れた宿世の捉え方を反映しており､｢　(今までの再三の懇願にもかかわらず出家が許されないという状況であるからには)　将来にかけても､罪が軽くないはずの定めになっているのだろうか｣　という意味で用いられていると考えられる｡それ故にこそ､将来のなりゆきへの懸念を示す　｢うしろめた｣　き思いがここに生じているのである0
このように､｢べし｣　や　｢まじ｣　を含む叙述が､過去から現在に至
る物事の状況を判断材料として将来のなりゆきを推察するという宿世観を背景とした心のはたらきを表すことは'『源氏物語』においてさほど珍しいことではない｡たとえば'関屋巻における､老夫に先立たれた空蝉の'
御　心憂き宿世ありて､この人にさへ後れて､いかなるさまにはふ
れまどふべきにかあらん　　　　　　　　　　(関屋ニー三六四)
という嘆きは'｢うき宿世ある身｣　(同)　を自覚する者の､来し方に照らした身の行く末への憂慮であった｡また'手習巻において､浮舟を介抱する横川僧都の妹尼が'
挑　さすがに今日までもあるは､死ぬ剖刑引ける人を'
(手習六丁二九二)
と僧都宛ての消息に書いているのは､いまだに浮舟が存命していることから'浮舟がいずれは回復して生き延びるはずであることに思い到っているのであり'また､蘇生した浮舟が､
田　限りなくうき身なりけりと見はててし命さへ'あさましう長く
て'いかなるさまにさすらふべきならむ､′　(手習六-三1七)
と思っているのも'さすらいの人生に見切りをつけた自分がなお命を繋いでいることに'なおもさすらい続ける定めとなっているに違いない我が身の行く末を案じていると考えられる｡
このような､現在までの物事の経過をふまえた今後のなりゆきへの
予測や謝りは'『源氏物語』の随所に見出されるものである(け)｡そして､それらの物事の経過の背後に宿世の作用が想定されていることは～朋や田に見られるように'それらの言い方が､しばしば　｢宿世｣､｢うき身｣などの表現を伴っていることからも明らかである(18)｡
『源氏物語』においては､宿世の業因が'現世における個々のでき
ごとを個別に規定するだけでなく､現世の中の過去から現在へ'現在から未来への時間進行をまるごと支配しているという認識が見られるo
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そして'その宿業の支配力は､往々にして､現世の延長上にある来世にも及んでいくものと意識されている｡紫の上は'出家が許されないことから罪軽からざる行く末を予測しているが'それは同時に､今生の我が身をそのようにあるべく規定し'後世をも方向づけようとしている己が宿世への気づきでもあったのである｡
おわりに
以上'『源氏物語』御法巻に見られる紫の上の罪の意識について､
用いられている語句の用法の精査を通じて､その真意を解き明かすことを試みた｡先行研究では､紫の上の意識した｢罪｣は宿世の罪であって､それが罪障となって出家が許されないと解釈されていた｡しかし､本稿での考察によって紫の上が意識していた｢罪｣は'実は出家が許されないことによって消尽されぬままに残る今世の罪であって､それが後世への危快に結びついているということが明らかになった｡｢罪｣　が出家の不許可の原因なのではなく､むしろ'出家の不許可が｢罪｣　の原因なのである｡｢罪｣　を罪障とする従来の解釈は､必ずしも誤りではないが､それは直接的には出家の妨げになる前世の罪障というよりは'出家がかなわぬことによる後世の成道へ向けての罪障を意味していると見るべきである｡
さらに､本稿では､｢罪軽かるまじきにや｣　という言い方における
｢まじ｣　の用法に着目Lt　この紫の上の罪の意識の背後に､宿世の業因が現世における時間進行をまるごと支配しているという宿世観があ
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ることを指摘した｡このような宿世の捉え方は､『源氏物語』においてにわかに顕著になり､平安後期物語に受け継がれていくものであるが(19)'その思想史的な位置づけについては､今後の課題としたい｡
注
(1)　引用は､阿部秋生･秋山度･今井源衛･鈴木日出男校注の新編
日本古典文学全集『源氏物語』　(全六巻'小学館t l九九四～1九九八)　による｡括弧内に巻数および真数を示す｡
(2)　｢わが御身をも｣　以下を源氏の思いとする解釈もある｡多屋頼
俊｢源氏物語の罪意識｣『源氏物語講座　五』､有精堂､一九七1､二八〇頁｡しかし'｢わが御身をも｣　の　｢も｣　に直前の源氏への｢恨めし｣　き思いと紫の上自身への思いを併記し対比させる意図があると見られること､また､後述するように､紫の上が出家を懇望する文脈で　｢うしろめたく｣思っている例が若菜下巻にもあることから'この思いは紫の上の思いであると考えたい｡
(3)　日本古典文学全集『源氏物語　四』'小学館､1九七四㌧　四八
1頁｡
(4)　新潮日本古典集成『源氏物語　六』'新潮社､一九八二㌧一〇
三頁｡
(5)　新日本古典文学大系『源氏物語　四』'岩波書店､1九九六､
一六三頁｡
(6)　新編日本古典文学全集『源氏物語　四』'小学館､一九九六㌧
130 (65)
『源氏物語』における罪と宿世　-紫の上の罪意識を中心に-四九五貢｡
(7)　源氏物語古注集成『孟津抄　中巻』､桜楓社'一九八一'四九
七頁｡
(8)　『増註源氏物語湖月抄　下巻』､名著刊行会'一九二七㌧　二二九
頁｡
(9)　重松信弘『源氏物語の仏教思想』'平楽寺書店'一九六七㌧　三
七八頁｡
(1 0)　丸山キヨ子『源氏物語と仏教』'創文社'一九八五㌧　二二真｡(1)　武原弘『源氏物語の認識と求道』'おうふう'1九九九㌧　二二
七頁｡
(1 2)　なお､高野菊代氏は､紫の上の罪意識は'それまでの人生にお
ける様々な罪が女人罪障意識に集約されたものであったとし'他の先行研究とやや異なる見方をしている｡ただし'そうした罪が出家できない要因であるとしている点では'従来の見解と同様である｡｢御法巻における紫の上の罪意識をめぐって｣　『文研論集』二七､一九九六㌧　『紫の上の終蔦』　(竹林舎'二〇〇四)　所収｡
(1 3)　例外としては､｢うしろめたくいみじと花の上を思し嘆く｣　(野
分三-二六四)　と'人間以外のものが心配の対象になっている例がある｡
(1 4)　自分の周囲の環境条件への懸念にとどまっている例としては､
たとえば､宇治の大君が　｢うしろめたき心もやあらむ｣　(総角五-二四四)　と､弁が薫の手引きをすることを危倶する例'また､浮
舟が　｢こなたをばうしろめたげに思ひて｣　(宿木五-四九〇)'つまり垣間見を警戒して後ろ向きに臥している例などがあげられる｡
(1 5)　塚原明弘氏の調査によれば'法華経千部は'｢当時の貴族が主
催した逆修供養としては'非現実的な書写量｣　である｡｢御法巻と二十五三昧会-紫の上の死と葬送の表現-｣　『国学院雑誌』九五-八､一九九四㌧　1八頁｡
(1 6)　『源氏物語』においては､藤壷の法華八講　(賢木巻)'女三宮の
持仏開眼供養　(鈴虫巻)へ　明石中宮の法華八講　(蝉蛤巻)　など'『法華経』関連の儀式の記事が他にもあるが､滅罪について言及しているのはこの紫の上の法華経供養の記事のみである｡
(1 7)　佐藤勢紀子『宿世の思想-源氏物語の女性たち-』　(ぺりかん
社'一九九五)　第二章第一節｢宿世の文脈｣　を参照されたい｡
(1 8)　｢憂き身｣　意識と宿世の関係については'佐藤同右書第二章第
三節｡
(1)　佐藤同右書'第二章第1節｡
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